
中間支援活動助成（基本事業） 
特定非営利活動法人兵庫ＳＰＯ支援センター 

事業名：働いている人・遠隔地の人のためのＮＰＯ等支援窓口 
― 淡路島の中間⽀援− 

１． 事業概要 
平日（月・金）及び日曜・祝日を含め、相談者の都合に合わせて、洲本を拠点にしなが

ら淡路島島内の出張相談に対応し、ネットワークの構築、情報提供、人材育成、書類作成
指導等を実施する。さらに地域の身近なところで中間支援機能を定着させるために、レフ
ァレンス機能を持つ図書館と連携した取り組みを行う。 
２． 事業項目と成果 

① 相談業務（相談拠点及び出張相談）1月末現在 
相談 情報提供・ネットワーク 人材育成 書類作成指導 休日相談 出張相談 

13 1 2 3 7 6 

・相談者へのアドバイスで社会起業家意識を高め、具体的な
相談としての「海ほたるショー」がテレビでも取り上げられ、
淡路島の新たな観光として注目を集めた。 
・5年ほど前からアドバイスしてきた地域住⺠による室津の
道の駅プロジェクトが「ほくだん夕映えの駅 しゃんとこ市場」として2025年3月
下旬オープン。 

② 図書館との共催事業「まちづくりネットワーク交流会」 
図書館をまちのプラットフォームとして、まちで活動するＣＢ・ＳＢの団体や人と
まちの人をつなげる取組み 
洲本市洲本図書館 10月20日（日）「画家・増田薫さんのこ
れまでとこれから」（参加者40人） 
・地元出身の画家・増田薫さんと市⺠とのつながり。淡路島テ
レビジョンでも放映 
淡路市立津名図書館 1月19日（日）「土☓〇〇＝WELL-BEINGを創る」 （参加者 16
人） 
・2023 年に「土のミュージアム SHIDO」をオープンさせた濱岡淳二さんと市⺠と
のつながり 

③ 調査研究「図書館×まちづくり」リーフレット作成 
これまでの会議と広がりをまとめたリーフレットを作成し、令和 6
年度全国公共図書館研究集会で配布。当日、一緒に取組んできた元
淡路市⽴東浦図書館⻑の細川量子氏が「まちづくりネットワーク交
流会」にも触れながら取組を説明。 


